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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリガの牽曳にてシリンダ内のピストンを往復移動させて種類の異なる内容物を各容器
からそれぞれ同時に吸引するとともに加圧、混合して注出する注出器であって、
　容器内の内容物を吸引、加圧する少なくとも２本のシリンダと、これらのシリンダ内で
それぞれ同時に往復移動可能なピストンとを備え、
　前記各シリンダに、内容物を充填した容器の口部にそれぞれつながる吸引通路を設け、
この吸引通路を、各シリンダにて加圧された内容物をノズルに向けて排出する単一の排出
通路に連結してなり、
　ピストンの後端面に接触するとともに、それそのものの回転にてノズルに向けた移動、
該ノズルから離れる向きへの移動を可能として該ピストンのシリンダ内における移動量を
規制して内容物の注出量を変更する注出量調整ロッドを設け、
　前記各容器は、レフィル容器と、このレフィル容器を内装するとともに、その底部に凸
部を設けた外筒からなる、ことを特徴とするトリガ式注出器。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は各容器内に充填された種類の異なる内容物をトリガの牽曳によってそれぞれ同時
に吸引、加圧、混合して注出するトリガ式注出器に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
接着剤等の日用品や毛染め液等の化粧料では、種類の異なる薬剤を、使用する直前に混合
するタイプのものがあり、このような内容物の注出に当たっては、均一な混合と効率的な
注出ができるようにポンプやエアゾール、あるいはトリガの牽曳によりピストンを駆動さ
せてシリンダ内に内容物を吸引、加圧、混合して排出するガンタイプの注出器が使用され
ている。
【０００３】
ところで、従来のガンタイプの注出器は、容器から内容物を注出する際にピストンの駆動
にずれが生じることもあって均等に内容物を排出できない不具合がある。
【０００４】
また、この種の注出器はトリガの一回当たりの牽曳によって注出される内容物の量は常に
一定しており注出量の調整ができないことから内容物を無駄に排出してしまう場合もあり
、使い勝手がよくないところに問題を残している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、各容器から同等量の内容物を吸引、加圧して望ましい混合割合になる混
合物を安定的に注出するとともに、内容物の注出量を適宜に調整できる新規なトリガ式注
出器を提案するところにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、トリガの牽曳にてシリンダ内のピストンを往復移動させて種類の異なる内容
物を充填する各容器からそれぞれ同時に吸引、加圧、混合して注出する注出器であって、
　容器内の内容物を吸引、加圧する少なくとも２本のシリンダと、これらのシリンダ内で
それぞれ同時に往復移動可能なピストンとを備え、
　前記各シリンダに、内容物を充填した容器の口部にそれぞれつながる吸引通路を設け、
この吸引通路を、各シリンダにて加圧された内容物をノズルに向けて排出する単一の排出
通路を連結してなり、
　ピストンの後端面に接触するとともに、それそのものの回転にてノズルに向けた移動、
該ノズルから離れる向きへの移動を可能として該ピストンのシリンダ内における移動を規
制して内容物の注出量を変更する注出量調整ロッドを設け、
　前記各容器は、レフィル容器と、このレフィル容器を内装するとともに、その底部に凸
部を設けた外筒からなる、ことを特徴とするトリガ式注出器である。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明をより具体的に説明する。
【０００９】
図１～３は、本発明に従うトリガ式注出器を２液混合タイプの例で示したものであり、図
において１ａ、１ｂは種類の異なる内容物を充填した容器（薄肉で減容可能なレフィル容
器等）、２は容器１ａ、１ｂを装着、保持する注出器本体である。この注出器本体２はグ
リップ２ａを有し容器１ａ、１ｂを装着、保持した状態で該容器１ａ、１ｂを覆い隠す揺
動式のカバー２ｂを備えている。
【００１０】
また、３ａ、３ｂは注出器本体２内に設けられた一対のシリンダであり、このシリンダ３
ａ、３ｂは容器１ａ、１ｂのそれぞれの口部につながる吸引通路４ａ、４ｂとこの吸引通
路４ａ、４ｂを通して導入された内容物を加圧して排出する単一の排出通路５を有してい
る。
【００１１】
また、６は吸引通路４ａ、４ｂ及び排出通路５のそれぞれに配置された３点弁、７は排出
経路５につながるノズル、８はノズル７の内側に配置され２種類の内容物を均一に混合す
るスクリュ型のミキサー、９ａ、９ｂはシリンダ３ａ、３ｂ内にて摺動するピストン、１
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０は注出器本体２に設けられた枢支ピン２ｃを支点にして牽曳可能に保持されその作用点
ｐをピストン９ａ、９ｂの後端部のピン１１ａ、１１ｂに係合させたトリガ、そして１２
はピストン９ａ、９ｂの後端面に接触して該ピストン９ａ、９ｂのシリンダ内における移
動量を調整して内容物の注出量を変更する注出量調整ロッドである。
【００１２】
注出器本体２のグリップ２ａを把持してトリガ１０を複数回にわたり繰返し牽曳するとピ
ストン９ａ、９ｂはシリンダ３ａ、３ｂ内にてそれぞれ同時に往復移動し、これにより、
容器１ａ、１ｂ内の内容物は吸引通路４ａ、４ｂを経てシリンダ３ａ、３ｂに吸引される
とともに、吸引された内容物はシリンダ３ａ、３ｂ内で加圧されて、排出通路５、ミキサ
ー８を経てノズル７の先端から連続的に注出されることになる。
【００１３】
　上記の構成になる注出器においては、注出量調整ロッド１２を回転させてノズル７に向
けて移動させるとピストン９ａ、９ｂはシリンダ３ａ、３ｂ内においてノズル７に向けて
押圧されてトリガ１０の牽曳の際のピストン９ａ、９ｂの移動量が小さくなる（注出量が
小）。
【００１４】
　一方、注出量調整ロッド１２を逆回転させるとピストン９ａ、９ｂはシリンダ２内にお
いてノズル５から離れる向きに移動することとなり、これによってトリガ１０を牽曳した
ときのピストン９ａ、９ｂの移動量が大きくなる（注出量が大）。
【００１５】
　上掲図１～３では、容器１ａ、１ｂとしてレフィル容器１ａ１、１ｂ１を適用する場合
を例として示したが、図４～６に示すように容器１ａ、１ｂは内層が外層の内壁面より剥
離、減容するデラミ容器を用いることもできる。
【００１６】
本発明ではその実施の形態として内容物を充填した容器を２本装着した２液混合タイプの
注出器を例として示したが、シリンダとピストンの数を追加することで複数種類の内容物
の混合、注出も可能であって２液混合する場合にのみ限定されない。また、容器は水平に
並列配置してもよいし、縦に並列配置してもよくこの点に関しても限定されることはない
。
【００１７】
　とくに上掲図１～３に示したようなレフィル容器１ａ１、１ｂ１を備えたものにおいて
は、該容器１ａ１、１ｂ１を内装する外筒１ａ２、１ｂ２が必要になるので、予め外筒１
ａ２、１ｂ２の底部に、凸部ｔを設けておき、レフィル容器１ａ１、１ｂ１を吸引通路４
ａ、４ｂから取り外し、外筒１ａ２、１ｂ２内に水等を充填して外筒１ａ２、１ｂ２を逆
向きにセットしてトリガを牽曳することで、内容物が通る通路やノズル内を簡単に洗浄で
きる。
【００１８】
また、ミキサー８のみを洗浄するに際しては、ノズル５を取り外してノズル５の先端ある
いは後端に向けて該ミキサー８を押し出すことで容易に分解することができるようにして
おくのが望ましく、ノズル５を取り外した状態で注出器を収納しておくような場合には、
図７に示すようなパッキンＰ付きのノズル用替えキャップ１３を装着しておくことができ
、これにより内容物の乾燥、固化を容易に防止することが可能になる。
【００１９】
【発明の効果】
本発明によれば、トリガの牽曳に際して複数本のピストンを同時に駆動できるので内容物
を容器から均等に排出することが可能であり、所定の混合割合になる混合物を安定して注
出できる。
【００２０】
また、本発明によれば、ピストンの動駆動機構はその本数にかかわりなく共有できるので
部品点数の削減が可能であり注出器のコンパクト化が可能である。
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【００２１】
さらに本発明によれば、ロッドのねじ込み量を調整するだけで注出量を調整できるので内
容物を無駄なく使用でき使い勝手が格段に改善される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に従う注出器の側面を示した図である。
【図２】　図１の平面図である。
【図３】　図１の正面図である。
【図４】　注出器の他の例を示した図である。
【図５】　図４の平面図である。
【図６】　図４の正面図である。
【図７】　ノズル用替えキャップを示した図である。
【符号の説明】
１ａ　容器
１ｂ　容器
２　注出器本体
２ａ　グリップ
２ｂ　カバー
３ａ　シリンダ
３ｂ　シリンダ
４ａ　吸引通路
４ｂ　吸引通路
５　排出通路
６　３点弁
７　ノズル
８　ミキサー
９ａ　ピストン
９ｂ　ピストン
１０　トリガ
１１ａ　ピン
１１ｂ　ピン
１２　注出量調整手段
１３　ノズル用替えキャップ
Ｐ　パッキン



(5) JP 4331925 B2 2009.9.16

【図１】 【図２】
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【図７】
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